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明
治
大
学
校
友
会

西
東
京
市
地
域
支
部
発
足

西
東
京
市
地
域
支
部
長有

　
賀
　
茂

（
三
一
経
営
卒
）

明
治
大
学
校
友
会
西
東
京
市

地
域
支
部
が
七
月
の
一
五
日
設

立
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

待
望
の
地
域
支
部
の
設
立
で

あ
り
、
大
学
の
関
係
者
は
じ
め

設
立
に
ご
苦
労
い
た
だ
い
た
諸

氏
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。我

が
明
癌
大
学
は
、
明
治
法

律
学
綾
と
し
て
一
八
八
一
年
一

月
国
枝
し
、
翌
年
に
は
「
校
友

会
規
則
」
が
制
定
き
れ
、
校
友

会
制
度
が
発
足
し
ニ
ー
○
年
余

に
な
り
ま
す
。

時
代
の
移
り
変
り
と
共
に
校

友
会
も
幾
多
の
変
せ
ん
を
経
て

大
学
創
立
一
二
〇
周
年
を
機
に

校
友
会
活
動
と
そ
の
あ
り
方
等

基
本
的
事
癌
に
つ
い
て
見
直
し

が
行
な
わ
れ
、
二
〇
〇
三
年
九

月
校
友
会
々
別
の
全
面
改
正
に

よ
り
新
生
校
友
会
が
発
足
し
た

よ
う
で
あ
り
ま
す
。

従
来
の
校
友
会
は
、
親
睦
中

心
の
同
窓
会
の
よ
う
で
、
集
ま

っ
て
は
昔
日
を
偲
ん
で
楽
し
む

と
い
う
も
の
で
し
た
が
、
新
生

校
友
会
は
、
我
々
の
心
の
ふ
る

さ
と
で
あ
る
大
学
と
一
体
と
な

り
連
携
を
深
め
、
諸
活
動
を
支

援
す
る
な
ど
校
友
会
の
方
向
性

が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

枚
友
の
皆
様
に
は
、
酉
東
京

市
地
癒
支
部
役
立
に
つ
い
て
ご

理
解
い
た
だ
き
、
大
学
が
実
施

す
る
浦
事
業
は
も
と
よ
り
地
戎

支
部
が
行
な
う
事
業
に
つ
い
て

も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
会
員
相

互
の
親
睦
を
計
り
な
が
ら
西
東

、
力

た
め
ご
協

く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

明
治
大
学
校
友
会
西
東
京
市
地
域
支
薗
会
則
（
抜
粋
）

第
一
粂
　
本
会
の
名
称
は
「
明

治
大
学
校
友
会
西
東
京
市
地

域
支
部
」
と
称
す
る
。

第
二
粂
　
本
会
は
「
明
治
大
学

校
友
会
北
部
支
部
」
所
属
の

地
域
支
部
で
あ
る
。

第
三
粂
　
本
会
の
目
的
は
校
友

金
本
詐
実
施
の
事
業
や
支
部

活
動
へ
の
積
極
的
参
加
、
会

員
相
互
の
親
睦
交
流
と
地
域

社
会
へ
の
貢
献
と
す
る
。

第
四
粂
　
事
務
所
の
所
在
地
は

地
域
支
部
長
指
定
地
に
置
く

（
中
略
）
。

第
五
粂
　
本
会
の
事
業
と
し
て

は
大
学
賛
助
手
書
∵
本
金
振

界
事
業
・
地
域
社
会
へ
の
貢
献
・

P
R
・
会
月
名
簿
や
会
報
発
行
・

そ
の
他
と
す
る
。

第
六
粂
　
会
月
資
格
は
明
治
大

学
枚
友
で
西
東
京
市
内
の
居

住
者
、
及
び
市
内
勤
務
者
と

す
る
。
特
別
会
月
、
準
会
員

規
定
　
（
省
略
）
。

第
七
粂
　
本
会
役
員
は
地
墟
支

部
長
（
　
名
）
、
地
域
別
支
部

長
室
〒
）
、
地
域
支
那
幹
蕩

長
二
名
）
、
会
計
（
二
名
）
、

地
域
支
部
監
査
委
員
（
二
名
）
、

地
域
支
部
副
幹
事
長
（
若
干

名
）
、
幹
事
（
若
干
名
）
と
す
る
。

第
八
粂
　
地
域
支
部
長
、
地
域

副
支
部
長
、
地
域
支
部
幹
事

長
、
会
計
、
地
域
支
部
監
香

委
月
は
総
会
に
て
選
任
さ
れ
、

地
域
支
部
副
幹
事
長
、
幹
事

は
地
域
支
部
長
が
指
名
総
会

報
告
と
す
る
。
第
九
粂
　
役

月
任
期
は
二
年
、
再
任
は
妨

げ
な
い
。
（
以
下
省
略
）

第
一
〇
粂
　
顧
問
・
相
談
役
は

地
域
支
部
長
が
委
嘱
、
任
期

は
役
月
に
車
ず
る
。

第
一
一
条
　
役
月
の
職
務
　
（
省

略
）

第
一
二
条
　
年
一
回
の
定
時
能

会
開
催
　
（
五
月
）
　
（
中
略
）

第
二
二
・
一
四
条
…
役
員
会
・

委
員
会
開
催
（
中
略
）

第
一
五
条
　
事
案
年
度
は
四
月

一
日
か
ら
三
月
三
一
日
ま
で

、鴫）
第
一
六
・
一
七
粂
　
本
会
経
費

は
年
会
費
他
と
し
年
額
三
、

〇
〇
〇
円
／
一
人
と
す
る
。

第
一
八
粂
　
総
会
決
議
報
告
等
、

以
下
省
略

西
東
京
市
地
域
支
部

設
立
ま
で
の
歩
み

平
成
〓
八
年
五
月
三
〇
日
、
明
治
大
学
校
七
九
台
北
部
支
部
棒

金
、
及
び
瘍
覿
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
酉
曾
叩
京
地
区
か
ら
の

出
席
著
は
九
名
、
地
壌
支
部
は
未
結
成
で
、
蟄
立
し
た
席
も
な

く
、
一
抹
の
淋
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
「
西
東
京
支
部

を
つ
く
ろ
う
。
」
と
設
立
準
¶
局
を
立
ち
あ
げ
よ
し
た
。

そ
の
後
西
貫
扉
支
部
が
せ
友
会
本
蓼
に
認
定
さ
れ
る
ま
で
の

歩
み
を
ま
と
め
ま
し
た
。

明
治
大
学
校
友
会

酉
東
京
市
地
域
支
部

股
立
ま
で
の
歩
み

平
成
l
六
年
六
月
六
日

明
治
大
学
校
友
会
北
部
支
部

定
時
総
会
（
五
／
三
〇
）
に
参
加

し
た
西
東
京
市
在
住
の
校
友
九

名
（
丸
肝
∵
丸
岡
（
百
）
・
安
松
・

尾
形
・
水
井
・
鶴
田
・
吉
田
・

熊
田
・
武
藤
／
／
敬
称
胞
、
順
不

同
）
　
の
中
五
名
が
準
備
の
為
の

意
見
交
換
を
ス
タ
ー
ト
！

平
成
一
六
年
L
月
一
八
日

第
一
回
事
議
局
会
議

設
立
準
備
局
を
立
ち
上
げ
、
九

名
全
員
が
屈
完
と
し
て
活
動
を

確
認
担
当
区
域
も
決
す
る
。

平
成
一
六
年
八
月
四
日

八
／
二
二
の
拡
大
事
務
局
会

議
開
催
案
内
を
前
記
九
名
が
、

持
参
・
郵
送
な
ど
で
呼
び
か
け
る

平
成
一
六
年
八
月
二
二
日

第
二
回
事
者
局
会
議

事
務
局
員
増
　
（
貞
重
・
中
井
・

中
沢
・
有
賀
・
野
口
の
五
氏
）

を
見
、
以
降
の
作
葉
内
容
、
日

程
を
協
議
。
都
合
三
回
　
（
八
／

二
四
～
九
／
七
・
九
／
二
九
～

一

〇

／

一

〇

・

一

l

／

七

～

一

一
／
一
〇
）
　
に
洩
る
「
は
が
き

投
函
作
業
」
　
の
開
始
。

平
成
一
六
年
九
月
二
六
日

第
三
回
事
務
局
会
議

は
が
き
宛
名
書
き
か
ら
、
会
則

案
作
成
、
役
職
月
の
件
、
総
会

会
場
他
詳
細
準
備
品
の
協
議

平
成
一
六
年
一
〇
月
一
七
日

第
四
回
草
薮
局
会
議

設
立
輯
会
会
費
癒
・
案
内
発
送

確
認
、
地
域
支
部
会
別
草
案
、

役
職
員
某
作
成
創
り

平
成
一
六
年
一
一
月
七
日

第
万
回
事
務
局
会
議

設
立
総
会
出
欠
状
況
確
恋
、
総

会
次
革
・
作
業
別
担
当
者
予
定
、

懇
親
全
次
第
な
ど
確
定

平
成
一
六
年
一
一
月
二
一
日

第
六
回
事
務
局
会
議

総
会
出
席
者
名
簿
、
来
賓
、
会

場
設
営
準
備
確
認
、
会
則
案
・

役
員
案
最
終
チ
ェ
ッ
ク

平
成
一
六
年
一
一
月
二
八
日
（
日
）

二
二
時
～
一
八
時

西
東
点
市
地
域
支
部
設
立
準
備

会
・
懇
親
会
開
催

以
上
の
よ
う
に
六
月
か
ら
動

き
始
め
、
六
ケ
月
間
、
合
計
八
回

の
会
合
を
持
ち
、
有
志
一
四
名

の
強
力
布
陣
で
見
事
産
声
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
文
責
・
武
藤
（
四
五
工
卒
）
）
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校
友
会
西
東
京
市
地
域
支
部
へ
の

参
加
と
行
事
活
動
協
力
へ
の
お
願
い

ご
案
内
の
様
に
平
成
一
七
年

七
月
二
五
日
に
西
東
京
市
地
域

支
部
が
、
正
式
に
校
友
会
本
部

よ
り
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

当
地
城
支
部
は
一
、
一
七
〇
名

の
校
友
会
会
員
を
擁
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
昨
年
度
ま
で
未
組

織
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
一
六
年
ま
の
東

京
北
部
支
部
の
定
時
総
会
で
、

初
め
て
顔
合
わ
せ
し
ま
し
た
当

地
域
支
部
の
校
友
会
全
点
の
出

席
者
九
人
が
発
起
人
と
な
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
組

織
の
立
ち
上
げ
を
図
る
た
め
、

一
年
間
設
立
の
準
備
を
進
め
て

参
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、
昨
年
五
月
か
ら
の
政

友
全
会
月
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
よ
る
努
力
が
身
を
結
ん
で

当
地
撼
支
部
組
織
の
立
ち
上
げ

が
出
来
た
こ
と
は
、
本
当
に
感

慨
も
一
入
で
す
。

尚
、
昨
年
一
一
月
に
は
当
地
墟

支
部
の
準
備
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
が
、
当
地
域

支
部
の
一
番
大
事
な
時
期
を
迎

え
ま
す
。

来
年
の
本
給
会
に
向
け
て
、
当

地
城
支
那
校
友
会
の
会
員
の
少

し
で
も
多
く
の
皆
様
方
が
、
校

友
会
活
動
事
業
に
参
加
さ
れ
る

こ
と
を
希
望
す
る
と
共
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

そ
し
て
、
是
非
と
も
当
地
域
支

部
校
友
会
O
B
の
仲
間
の
儀
掛

を
誘
っ
て
頂
き
、
出
来
る
だ
け

多
く
の
方
の
会
月
の
入
会
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
心
意
気
と
し
て
は
、
慶
応

義
塾
大
学
、
早
稲
田
大
学
に
負

け
な
い
新
生
校
友
会
西
東
蕎

地
域
支
部
に
し
会
員
の
増
強
と

交
流
を
図
り
母
衣
に
対
す
る
支

援
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
回
れ
る

よ
う
に
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

私
の
母
校
入
学
当
時
は
、
安
保

闘
争
の
学
生
運
動
盛
ん
な
り
し

頃
で
休
講
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で

し
た
。
し
か
し
、
私
は
、
学
生

の
本
分
は
勉
強
す
る
こ
と
と
強

い
意
志
を
持
っ
て
い
ま
し
た
の

で
英
語
の
勉
強
代
わ
り
に
歌
舞

伎
町
の
安
い
三
本
立
て
映
画
館

に
西
部
劇
を
上
く
観
に
行
っ
た

も
の
で
す
。

他
に
私
の
学
生
の
青
春
時
代
で

の
思
い
出
は
、
郷
里
か
ら
の
仕

送
り
少
な
い
苦
学
生
と
し
て
ア

ル
バ
イ
ト
で
苧
賢
を
稼
い
だ
も

の
で
す
。
私
は
、
苦
い
思
い
出

で
大
学
生
活
転
毒
す
∴
．
ニ
ー
が
、

こ
れ
か
ら
の
生
涯
を
母
校
に
お

世
話
に
な
っ
た
恩
返
し
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
卒
業
し
て
く
る
後
輩

や
先
輩
に
対
し
、
後
々
ま
で
も

強
く
印
象
に
残
る
当
地
域
支
那

に
し
て
行
き
た
い
と
で
つ
想
い

で
、
今
日
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
て
来
て
い
ま
す
。

安
松
　
（
四
一
政
経
卒
）

初
の
一
泊
二
日
温
泉
旅
行

垂
水
正
紀

（
四
二
・
文
革
）

各町担当幹事紹介

地域支部のより一層の発展を慮って、一人でも多く

の校友に蓼加していただくため、各町毎に担当幹事を

置くことになりました。

金員とのコミュニケーション促進、及び会員増加に

役立てたいと思います。

地 区 （住所 ） O B 人 数 会 員 数 ■阻当 者

1 谷 戸 町 （lT ヨ～ 3丁 目） 18 人 6 人 慮　 ■

2 縁　 町 （lT ヨ～ 3T tH 5 人 2 人 野　 口

3 北 原 町 （lT 8 － 3丁 目） さ人 2 人 中　 沢

4 西 瓜 町 （1丁 目－ 5丁 目） 5 人 0 人 丸 岡 （息 ）

5 田 無 町 （lT l］－ 7丁 目）　 ′ 5 人 3 人 丸 岡 （息 ）

6 甫　 町 （1丁 目～ 6丁 日）　 ノ 1 1人 3 人 丸 岡 （百 ）

7 向 台 町 （1丁 目－ 6丁 目） 9 人 2 人 嶋　 H

8 芝 久 保 町 （1丁 目～ 5丁 巨lト 16 人 1 人 肴　 雷

9 ひば りが丘 （1丁 目－ 4T B ） 7 人 0 人 野　 口

10 ひ ばりが 丘 北 （1丁 目一 4丁 目） 8 人 0 人 熊　 田

1 1 北　 町 （lT E ～ 6 T E ） 7 人 1 人 垂　 水

12 下 保 谷 町 （1丁 目一 5丁 目） ‘ 14 人 0 人 江　 ■

13 住 吉 町 （lT E － 6 丁 目 ） 3 人 2 人 水　 井

14 栄　 町 （lT 【】－ 3 T l］） 3 人 0 人 水　 井

15 泉　 町 （lT 日－ 6 丁 目 〉 9 人 2 人 安　 松

16 真　 町 （．1丁 巨l－ 6 丁 巨l） 8 人 1 人 〃

17 中　 町 （lT 日一・6 丁 ［l） 10 人 2 人 ク

18 曽 士 町 （l丁 目－ 6 丁 目 ） 9 人 1 人 点　 景

19 保 谷 町 （lT t］～ 6 丁 目 ）　 ′ 12 人 0 人 高　 義

20 貫 伏 見 （lT F － 6 丁 目） 10 人 3 人 中　 井

2 1 柳　 沢 （l丁 目－ 6 丁 巨l） 6 人 0 人 嶋　 u

22 新　 町 （lT 日一・6 丁 目） 6 人 1 人 青　 田

計 18 9 人 計3 2 人

昭
和
三
八
年
文
学
部
史
学
地

理
学
料
人
草
、
親
友
と
の
恒
例

行
事
は
八
月
の
東
京
清
華
火
大

会
。
当
日
止
A
さ
ん
∴
M
さ
ん

と
築
地
市
諒
で
酒
の
肴
を
仕
入

れ
、
膠
剛
の
A
さ
ん
宅
に
向
か

う
。
仕
塞
慮
り
の
N
さ
ん
と
合

放
し
、
川
沿
い
の
九
階
マ
ン
シ

ョ
ン
か
ら
花
火
見
物
と
酒
宴
、

そ
の
ま
ま
遠
魚
寝
と
な
る
。
翌

朝
は
自
家
袈
の
っ
け
汁
で
素
麺

を
食
し
て
群
数
。
去
年
は
中
止

と
な
り
代
し
り
に
一
二
月
に
東
山

温
泉
へ
旅
帯
（
土
日
）
を
計
画
。

南
の
手
配
k
M
き
ん
の
勤
務
先

〇
倍
斥
殉
一
日
∴
貞
鼻
を
対
象
に

平
成
－
一
年
に
実
施
し
、
解
－

三
〇
〇
名
の
お
客
さ
ん
が
宿
泊

し
た
「
東
山
【
、
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」

を
同
じ
旅
石
社
に
頼
み
ま
し
た
。

当
日
は
M
き
ん
の
串
で
出
発
し

夕
方
に
ホ
テ
ル
着
、
荷
で
は
専

用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
貴
賓
室
へ

直
行
、
全
員
感
ま
す
　
ホ
テ
ル

へ
出
版
社
を
三
年
で
脱
サ
ラ
し
、

奥
さ
ん
の
郷
里
・
会
津
若
松
市

で
寿
司
屋
を
営
ん
で
い
る
C
さ

ん
を
呼
び
、
卒
業
以
来
初
め
て

五
人
が
集
い
大
宴
会
と
な
る
。

宴
会
の
途
中
で
ホ
テ
ル
の
（
美

人
若
女
将
〉
が
登
場
、
塾
加
メ

ン
バ
ー
の
関
係
を
尋
ね
た
の
で

明
大
・
文
学
部
の
親
友
と
答
え

る
と
、
女
将
も
文
学
科
日
本
文

学
専
攻
と
の
こ
と
で
び
っ
く
り
、

更
に
ご
主
人
も
商
学
部
卒
業
生

で
二
度
び
っ
く
り
、
宴
会
も
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
里

j
は
曇
り
空
の
な
か
福
島
テ
レ

ビ
の
ア
ナ
J
∴
■
∴
－
で
あ
る
N

さ
ん
の
息
子
さ
ん
に
、
会
津
若

松
市
内
を
案
内
し
て
も
ら
い
、

楽
し
い
思
い
出
を
胸
に
帰
京
し

ま
し
た
。

量
水
正
毅
さ
ん
は
、
■
■
五
人

ゲ
明
大
傘
徽
義
で
す

小
生
、
小
筆
校
四
年
の
慈

轟
八
二
九
年
犀
網
大
筆
触
女
子

筐
雷
職
掌
）
に
蔓
れ
ら
れ
榊
富

雄
嶋
へ
霊
室
ハ
大
事
野
鶴
の
h

t
に
行
き
、
応
撫
鴨
の
次
兄
（
三

〇
年
法
事
鴨
寧
）
　
の
い
る
応
鍵

犀
で
初
め
て
広
義
．
当
職
は
広

義
節
の
畢
生
モ
徽
河
台
か
ら
榊

官
へ
ト
’
ブ
タ
で
遍
上
の
は
自

勧
雷
龍
の
憂
兄
（
二
八
年
鮭
濱

雫
霹
革
）
で
し
た
。

蝉
が
寧
轟
す
る
ま
で
の
二
年

間
．
何
日
島
覆
に
蓋
散
・

嘔
義
軟
轡
も
集
え
て
当
然
の
よ

う
に
明
大
人
事
を
’
見
る
よ
う

に
な
り
、
守
ご
ま
や
中
司
法
銑

義
合
格
、
大
正
二
一
年
専
〔
鴨

串
O
B
と
は
全
く
知
－
呈
一
せ
ん

で
し
入
．
．

解
義
は
農
場
麒
伝
を

凄
し
み
ま
し
ょ
う

一
〇
月
二
二
日
、
「
第
八
二
回

東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競

走
予
選
会
」
が
立
川
の
昭
利
記

念
公
園
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

わ
が
明
治
大
学
は
昨
年
に
ひ

き
続
き
予
遇
を
突
破
、
晴
れ
て

箱
根
駅
伝
に
蓼
加
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

長
い
間
、
母
校
不
参
加
の
た

め
、
お
正
月
の
楽
し
み
が
無
か

っ
た
の
で
す
か
、
来
春
も
後
輩

の
勇
姿
を
見
ら
れ
る
の
は
喜
ば

し
い
こ
と
で
す
。

古
豪
明
治
の
復
活
を
応
援
し

よ
う
。

一
組
諒
音
数
搭
賂
像
滋
葦
半
開
説
。
磁
器
普

▲
「
会
報
を
創
ろ
う
－
」

そ
の
声
に
身
震
い
が
し

た
。そ

し
て
歴
史
的
な
第

一
号
が
で
き
た
。
嬉
し

明大　校友会　西東京市地域支部
「懇親会」のお知らせ

明治ナこ学彗三食「西東京地だ真澄」の設立が真玉7月2三日正式に
承認されました。設立を機会に会員のコミニュケーションを回る
目的で「／」、金井公園」にて下記の通り‘懇親金一を闊催致します
ので、ぜひご馨加ください。

記

●月　日／平成17年11月26日（土）
●場　所／都立小金井公園内「江戸文京たでもの圃」

小金井市桜町i7－1TEL糾2－瑚一33（船
＊集合場所：「ビジターセンター」（江戸東京たてもの囲）正面入口
＊集合時間：午前10時30分（午後2時頃解散予定）
叫、雨決行

●観覧料／一般4（氾円　65鼠以上の方誹円
●昼　食／各人■お弁当・飲み物●をご持参ください。

（高騰是清邸lFにて昼食）
●交通のご簑内

（l）西武新宿線「花小金井駅」からパス5分
西武パス「花小金井駅入口」（西友　小金井店前）から
「武蔵小金井駅」行きに乗り「ノト金井公園人口」下車

（2）西武池袋線「棄久留米駅」からパス加分
西武′くス「東久留米駅」から「武蔵カ、金井駅」行きに
乗り「小金井公園入口」下車

（3）はなパス：第3ルート
「田無駅」と「貫伏見駅」を走るルート中間点の「小金井公園真」
で下車。
■「江戸たてもの薗」は公園の西凱こあるため下申した後、

公園内を20分穏歩く。
（4）近恥こお住まいの方は自転車が康利です。
（5）駐寧鴇：有科（公園正面と東側の二箇所）

＊ご家族もご一】引こどうぞ。参加費・一般400円、シルバー200円、
小ヰ学生は無料です。

■問い合わせ先／0424・21－2161（水井）

い
。
ご
め
ん
な
さ
い
。
何
も
手

伝
え
な
く
て
・
！
・
。
　
（
鶴
田
）

▲
念
塵
の
校
友
会
西
東
京
支
鉢

が
遂
に
艇
生
し
た
。

み
ん
な
の
会
と
し
て
親
睦
の

輪
を
ひ
ろ
め
た
い
。

そ
し
て
益
々
の
発
展
を
期
待

し
上
ご
つ
。

ガ
ン
バ
レ
、
ガ
ン
バ
レ
明
治

ガ
ン
バ
レ
、
ガ
ン
バ
レ
西
東

京
－
　
　
　
　
　
　
へ
中
井
）

▲
何
も
無
い
1
資
料
も
、
歴
史

も
、
お
金
も
。
あ
る
の
は
仲
間

の
熱
意
の
み
。

地
域
の
校
友
に
な
つ
か
し
い

母
校
と
の
絆
を
深
め
て
い
た
だ

き
た
い
。
そ
れ
に
少
し
で
も
お

役
に
立
て
ば
。
そ
ん
な
思
い
で

第
一
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

不
出
来
は
平
に
ご
容
赦
！

（
丸
岡
・
百
）


